
 

 

令和２年度 宮城県社会福祉協議会事業計画 

 

 

経 営 理 念 

 

 

 宮城県社会福祉協議会は，本県における地域福祉推進の中核機関として，市町村社

会福祉協議会をはじめ，福祉諸団体，ＮＰＯ法人，ボランティア等幅広い関係者との

連携・協働のもと，高い公益性とともに民間法人としての自主性，創造性を発揮して

『誰もが身近な地域で安心していきいきと暮らせる地域づくり』に取り組み，豊かな

福祉社会の実現を目指します。 

 

 また，東日本大震災からの早期復興に向けて，継続的に支援を行います。 

 

 

 

経 営 方 針 

 

 

１ 被災地域の復興に向けた市町社協等と連携・協働による継続支援 

 

２ 地域住民が支え合う地域共生社会実現のための“地域づくり”の推進 

 

３ 地域における福祉サービスの担い手の支援 

 

４ 質の高い福祉サービスを支える体制の構築 

 

５ 各種団体とのネットワークの強化 

 

６ より信頼される法人を目指した運営基盤の強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

令和２年度事業の基本的な考え方 

 

 

昨今の地域を取り巻く環境は，急速な少子高齢化により家族間の支え合いや地域

でのつながりが弱まるとともに，福祉ニーズが多様化・複雑化し，既存の社会保障

や福祉政策による対応のみでは解決することが難しい状況となっています。 

  

このような状況を踏まえ，国は多様化・複合化している地域の福祉ニーズに応え

ていく横断的な仕組みの構築に向けた検討を重ね，市町村による新たな事業として，

本人・世帯の属性にかかわらず受け止める「断らない相談支援」，社会とのつながり

を回復させる支援として「参加支援」，孤立を防ぎ多世代の交流や多様な活躍の場を

確保する「地域づくりに向けた支援」の三つを一体的に行う新たな事業を創設する

方針を示しました。 

これは，本会の経営理念でもある「地域共生社会の実現」を社会全体で取り組も

うとするものであり，住民をはじめ，自治体，関係機関・関係者等多様な主体が一

層緊密に力を合わせ，それぞれの役割の中で協力し合い，その基盤の再構築を目指

し，地域で支え合う仕組みづくりを進めていく必要性があります。 

 

また，本年度は東日本大震災（以下「大震災」という。）から 10 年という節目を

迎えることになりますが，応急仮設住宅等の生活から災害公営住宅等への移行がほ

ぼ完了し，新たなコミュニティ構築や個別の生活課題の解決に向けた支援等，今後

も継続して市町社協等との連携による取組も必要となっています。 

さらに令和元年東日本台風（台風第 19号）により被災された住民が自立し安定し

た日常生活を営むことができるよう，大震災に係わる支援と同様に被災者見守り・

相談支援事業等を行う被災地社協の支援を行う必要があります。 

 

 宮城県社会福祉協議会（以下「県社協」という。）では，これらの社会動向・地域

状況を踏まえ，平成 30年３月に策定した宮城県社会福祉協議会第二期地域福祉推進

計画（以下「地域福祉推進計画」という。）に基づき各種事業を推進するとともに，

市町村社会福祉協議会（以下「市町村社協」という。）をはじめ，福祉諸団体との一

層の連携を図りながら，限られた財源の効率的な活用，各種事業の充実，施設・事

業所の適正な運営等，組織体制の強化を図ります。 

 

 

 

 以上により，県社協の理念・使命を果たすため，次の事務事業に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 



 

主な事務事業 

 

 

１ 大震災における被災地域の市町社協の支援をとおして，地域福祉推進の観点か

ら被災住民等の自立・生活再建に努めます。 

〔地域福祉推進計画…基本目標１－（３）〕 

 ３７，７６９千円  

（１）被災地域市町社協への支援 

   被災地域市町社協が多様な課題を抱える被災者への支援と併せ，住民主体の

地域づくりに取り組めるよう，被災市町社協の個別ニーズに対応した支援を行

います。 

   また，支援関係機関合同会議（震災復興定例支援会議，広域支援団体連携担

当者会議等）を開催し，復興に関する課題等を共有して福祉活動を促進します。 

 

（２）地域コミュニティ構築支援 

   仮設住宅から災害公営住宅等への移行に伴う被災者及び地域住民の新しいコ

ミュニティ構築・再生に向けて，被災地域市町社協が行う要支援者の見守り活

動や助け合い活動の仕組みづくりなどの支援に取り組みます。 

 

（３）震災復興最終期に向けた各種事業の実施 

震災から 10年の節目を迎えるにあたり，県社協と沿岸部市町社協及びＮＰＯ

等が，発災直後から行った被災地域への支援の取組を検証するとともに，これか

らの被災地域支援の方針を示した指針の策定，全国へ発信するフォーラムを開

催します。 

 

 

２ 住民主体の“地域づくり”を進める市町村社協・ＮＰＯ法人などとの連携・協

働を図り，地域福祉活動を推進します。  

〔地域福祉期推進計画…基本目標１－（１）（２）（４）〕 

 ９１，０３１千円  

（１）地域福祉活動の推進 

   地域福祉の活動を住民組織と共助で効果的・効率的に実践するために「地域

福祉活動計画」を策定する市町村社協の支援を行います。 

   地域福祉推進のため，市町村社協をはじめ宮城県民生委員児童委員協議会，

各種別協議会・ＮＰＯ等の関係福祉団体と連携し，新たな生活課題等の解決に

取り組みます。 

介護予防・日常生活支援総合事業等の円滑な実施に向けた市町村支援のプラ

ットホームとして，宮城県が設置する「宮城県地域支え合い・生活支援推進連絡

会議」の事務局運営業務を通じて，市町村が取り組む多様な生活支援ニーズに対

するサービスの充実を支援します。 

 



（２）地域共生社会の実現に向けた包括的な支援体制の構築 

   地域共生社会の実現に向け，地域福祉活動を推進している関係機関等を構成

員とした「（仮称）宮城県地域福祉推進会議」を県との連携・協働により設置し

包括的な支援体制の構築を図ります。 

 

（３）市町村社協の基盤強化と社協間のネットワークの充実            

   市町村社協との連携により，連絡・調整，活動支援等，各種事務事業を展開

し，運営充実に向けた支援を行います。 

さらに，宮城県市町村社協連絡会によるネットワーク，関係づくりの更なる充

実を図ります。 

 

（４）コミュニティソーシャルワークの視点をもった人材の育成 

小地域福祉活動組織と関係機関や地域資源をつなぎ，コーディネートするた

めの人材を育成するため，基礎研修や実践研修・事例検討会を実施し，社協及び

地域福祉関係職員の資質の向上に取り組みます。 

 

（５）地域福祉の推進のための情報の発信 

   地域福祉の推進に向けた情報として，宮城県社会福祉大会，社協フォーラム，

各種研修会の開催や広報誌「福祉みやぎ」の発刊，ホームページ等により幅広

く発信し普及啓発に努めます。 

 

（６）令和元年東日本台風（台風第 19 号）における被災者見守り・相談支援事業を

実施する町社協への支援 

   令和元年東日本台風（台風第 19 号）の被災により，生活環境の変化や人間関

係等の喪失等により，さまざまな生活に対する困難さや不安を抱える被災住民

が自立し安定した日常生活を営むことができるよう，地域や被災住民の実情に

応じて地域のコミュニティ活性化に向けた相談・助言等を行います。 

また，被災者支援従事者研修等を実施し，被災者見守り・相談支援事業を行う

町社協を支援します。 

    

 

３ 多様なボランティア・市民活動が，地域でいきいきと展開できるよう支援しま

す。          〔地域福祉推進計画…基本目標２－（１）（２）（３）〕 

 １０５，４３６千円  

（１）多様なボランティア活動や市民活動に対する支援の強化 

   市町村社協のボランティアセンター（以下「社協ＶＣ」という。）機能充実に

向けて担当者会議の開催や社協ＶＣ運営に関する現地相談などの支援を行いま

す。 

   また，大規模災害等に備え，災害ＶＣ運営スタッフ体験研修や設置・運営責

任者研修等により人材育成に努め，その体制整備を推進します。 

 

 

 



（２）地域福祉活動を実践する人材の育成 

   地域福祉活動推進者，ボランティアコーディネーター等の育成のための研修

とスキルアップ研修等を実施するとともにボランティア団体・中間支援組織等

との連絡会を開催するなど，住民主体の地域活動を推進できる人材の育成に努

めます。 

   高齢者を対象とした宮城いきいき学園の運営を通して地域貢献活動へ参画で

きる人材育成に努めます。 

 

（３）地域住民への福祉教育などの推進 

   市町村社協と協働し，住民に対する福祉教育・防災教育を切り口とした福祉

活動を通して小地域福祉活動の活性化を図り，その地域の特性に応じた活動が

行えるようボランティア団体や地域福祉活動推進者を支援していきます。 

  

（４）元気高齢者への社会参加の支援       

   高齢者のスポーツや文化活動をとおして生きがいや健康づくりを促進するた

め，高齢者のスポーツ・文化の祭典である第 33 回全国健康福祉祭岐阜大会（ね

んりんピック岐阜 2020）への選手派遣や宮城シニア美術展を開催します。 

 

 

４ 福祉サービスを提供する福祉事業者を支え，質の高い福祉従事者の確保・育成

を推進します。    〔地域福祉推進計画…基本目標３－（１）（２）（３）〕 

 １６７，１６０千円  

（１）福祉に携わる人材の専門性を高める研修の企画及び実施 

   福祉・介護人材の専門性を高めるため社会福祉従事者研修，資格取得研修等

を実施し，スキルアップに努め福祉施設及び事業所等が提供する福祉サービス

の向上を図ります。 

   障害者の就労支援として，知的障害者居宅介護職員初任者研修を実施します。 

 

（２）幅広い人材確保の取組の推進 

   福祉人材職業無料紹介事業による福祉の職業紹介と就労斡旋をはじめ，公共

職業安定所や教育機関等と連携した福祉の仕事就職面談会の開催や，年齢等に

応じた進路・就業相談の実施，福祉・介護人材の確保・定着へ向けた研修等を

実施します。 

また，介護福祉士等修学資金貸付や保育士修学資金貸付・保育士再就職支援貸

付・児童養護施設退所者等に対する自立支援資金貸付・ひとり親家庭高等職業

訓練促進資金貸付の各事業の推進により人材の確保と定着に努めます。 

 

（３）福祉事業者への経営支援の実施 

   現状の問題・課題について社会福祉法人等のニーズに対応するため弁護士，

公認会計士，社会保険労務士等の専門員相談による社会福祉経営相談を実施す

るなど，健全な経営基盤を確立できるよう支援を行います。 

   また，福祉サービス第三者評価事業機関として，子ども分野の保育所及び社

会的養護関係施設の評価を行い，サービスの質の向上を促します。 



５ 県民の福祉ニーズに即したサービスを提供し，県民が安心して暮らせる地域づ

くりを推進します。  〔地域福祉推進計画…基本目標４－（１）（２）（３）（４）〕 

 ５８２，３５９千円  

（１）県社協が運営する施設及び事業所での地域福祉機能の強化 

   県社協が運営する事業所において，住民が主体となって行う小地域における

生活支援活動，ボランティア活動などが，より多くの地域で実施され，また，

その活動が継続的・効果的に実施されるよう，市町村社協と連携・協働しなが

ら，各種講習会，講座などを開催し圏域の地域福祉の推進に努めます。 

 

（２）市町村域における包括的な相談支援体制構築の支援 

   県社協が実施する各相談支援事業において，当該市町村域などの支援機関の

一員として横断的なネットワーク化に参画し，包括的な相談支援体制の構築に

向けて取り組みます。 

   また，総合相談センターでは高齢者及びその家族が抱える法律・医療・保健

福祉の専門的相談に迅速に対応するとともに，市町村等の相談機関と連携・協

力し，高齢者及びその家族等県民の福祉向上と増進を図ります。 

 

（３）県内の市町村社協，社会福祉法人等における子どもの貧困対策事業への支援 

   地域における子どもの貧困対策として，子ども食堂や，学習支援と食事提供

を組み合わせた子どもの居場所づくり等の子どもの貧困対策事業へ取り組む県

内の市町村社協，社会福祉法人，ＮＰＯ法人等へ支援を行います。 

 

（４）権利擁護の推進 

   日常生活自立支援事業（まもりーぶ事業）をとおして認知症高齢者や障害者

等で判断能力が不十分な方に対し，そのニーズに即した福祉サービス利用援助

や日常的金銭管理援助等を行い，地域で安心して暮らせるよう自立支援を行い

ます。 

   運営適正化委員会では，福祉サービスを利用する方々からの相談や苦情の解

決に努めます。 

その他，事業者及び第三者委員を対象に研修会の開催や苦情解決制度の周知

を図るため，広報・啓発活動等を推進します。 

 

（５）セーフティネット機能の充実・強化 

   経済的困窮者や低所得世帯に対し，市町村社協や民生委員・児童委員による

相談支援を通して，生活実態を把握するとともに，その世帯に即した生活福祉

資金の貸付けによる自立支援に努めます。 

また，その債務管理は償還計画に基づき適正に償還されるよう関係機関と連

携のうえ支援を行います。 

   中国帰国者支援・交流センターの運営（日本語学習支援・生活相談・就労支

援・地域支援交流等）を通して中国帰国者が地域で安心して暮らすことができ

るよう自立支援を行います。 

    

 



高齢者や障害者等で在宅生活が困難な方々に対し，県社協が運営する社会福

祉施設やグループホーム等で生活（自立）支援を行います。 

 

 

６ 各種団体が実施する福祉活動を推進します。 

                  〔地域福祉推進計画…基本目標５－（１）〕 

 ３，０８９千円  

（１）各種団体の取組に向けた支援 

   種別を超えた懇談会の開催や定期訪問・研修・セミナー等を実施し，必要に

応じて種別協議会等の共通課題や要望，提言などを取りまとめ，国・県・全社

協等へ提出します。 

   また，関係団体からの要望に応じ，職員を派遣していきます。 

 

（２）災害福祉広域支援ネットワークの構築 

   災害時における要援護者への支援や避難環境の改善を図るため，福祉関係者

と自治体の連携による「宮城県災害福祉広域支援ネットワーク協議会」の事務

局運営業務を通じて，部会運営や福祉専門職によるチーム員派遣研修を実施し，

支援体制の構築に努めます。 

 

 

７ より信頼される県社協を目指し，組織基盤を強化します。 

                  〔地域福祉推進計画…基本目標６－（１）〕 

 ４，３７４，２０２千円  

（１）法人機能の強化及び財源確保 

   コンプライアンス（法令遵守）を基本に事務事業の進捗状況を把握し，計画

的な予算の執行，基金の運用，資金の確保など，財務管理と不祥事防止など運

営上のリスク管理の徹底を図り，健全な法人運営に努めます。 

   また，限られた補助金，委託費等の効率的な執行や基金の的確な運用を図り

運営基盤の強化に努めます。 

 

（２）人材確保及び人材育成            

   適正なサービスの提供及び事業の円滑な実施に向け，定年退職者の推移及び

実施事業の状況に応じて職員を採用し，人材の確保に努めます。 

さらに県社協職員研修規程に基づき，人材育成研修システムの実践により職

員一人一人のスキルアップに努めます。また，組織全体として専門職員研修や職

員自主企画事業の推進等により，専門性の高い福祉人材の育成に努めます。 

 

（３）社会福祉施設等の適正な運営 

   指定管理施設及び設置施設・事業所等の運営にあたっては，高齢者や障害児

（者）等に施設入所支援をはじめ，生活介護・通所介護・相談事業等の福祉サ

ービスを提供し，地域で自立した生活が送れるよう適正な運営に努めます。 

    



また，高齢化や重度化など利用者の状況に応じた施設整備，改修等を適宜行い

安心・安全な生活の確保に努めます。 

   さらに，近年頻繁に発生している水害・土砂災害等の自然災害への備えに関

し，防災強化を図るとともに，防犯に係る安全対策も取組を強化していきます。 

 


